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る男子で，少なくとも過去10年間の血圧推移が把握されている受診者 701 名 (40-59歳)を対象に，超
音波心臓検査を実施した。日常的な身体活動の影響は，比較した 3 集団の中では，秋田農民が最も強く，
続いて大阪現業職 大阪事務職の順に弱くなると考えられる。過去10年間の検診記録をもとに，対象を
7 群の血圧推移区分 (1 :正常血圧→正常血圧， I :正常血圧→境界域高血圧， m: 境界域高血圧→境
界域高血圧，町:正常血圧→高血圧， v: 境界域高血圧→高血圧， VI: 高血圧→高血圧，四:高血圧→
高血圧+心電図ST ・ T異常)に分け 各血圧推移区分間，各集団聞の左室形態を比較した。
得られた成績は以下の通りである。
(1) 高血圧の進展に伴う左室形態の変化:各集団の心室中隔厚，左室後壁厚の平均値は，いずれも， 1 
群が最も小さく， II , m, 1V, V , VI , VH群の順に大きい値を示した。拡張末期左室内径の平均値は，
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大阪の 2 集団では 各血圧推移区分を通じて 明らかな差を示さなかった。秋田農民でも， I-V群の
間では，明らかな差を認めなかったが， VI , W群では I 群に比べて明らかに小さい値を示した。各集団
とも，左室壁厚/左室内径の比は， 1 群より W群へと順次大きくなり，左室は求心性肥大を示した。と
くに，秋田農民の VI ， W群では，求心性肥大の程度が大きかった。そして，そのほとんどは対称性肥大
であり，非対称性肥大(心室中隔厚/左室後壁厚孟1.3) は，四群( 3 集団合計)の 4.3 ~協とみられたにす
ぎなかった。
(2) 各集団における左室形態の比較:拡張末期左室内径 心室中隔厚 左室後壁厚の平均値は，いずれ
も，各血圧群において，日常的な身体活動の影響が強い秋田農民で最も大きく，大阪現業職，大阪事務
職と，身体活動の影響が弱い集団ほど、小さくなることを認めた。乙の左室形態の集団聞の差は， 1 群で
著明で， n群からw群へと，高血圧が進展したと考えられる群ほど，次第に縮まる傾向を認めた。しか
し，高血圧が進展した群でも，秋田農民の左室壁厚は，大阪の 2 集団より大きかった口
(総括)
以上，高血圧の進展，および日常的な身体活動が左室形態に及ぼす影響について検討し，以下の乙と
を明らかにした。
1. 生活環境を異にするいずれの集団においても，高血圧の進展に伴い，心室中隔，左室後壁は，いず
れも次第に肥厚する。一方，左室内径は，高血圧が進展しても，正常血圧のそれとほとんど変わらない
か，むしろ狭小化の傾向を示すため，左室は求心性肥大を示すよ
2. 各集団の正常血圧群の比較で，左室内径，左室壁厚の平均値は，日常的な身体活動の影響が強い集
団ほど大きい。乙れは，日常的な身体活動が左室形態に影響を及ぼすことを示している。しかも，日常
的な身体活動の影響が強い集団では，小さい集団に比べて，高血圧の進展に伴い，左室壁の肥厚，求心
性肥大が強く出現している。乙の乙とは，日常的な身体活動の過重が，高血圧の予後に悪影響を及ぼす
可能性を示唆している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，長年の調査を通じて生活環境の実態が明らかとなっている 3 集団(秋田住民，大阪の現業
系および事務系勤務者)の循環器疾患疫学調査に超音波心臓検査を導入し，高血圧および日常的な肉体
労働の軽重が，左室形態 l乙及ぼす影響を検討したものである。そして，高血圧の既往のない正常血圧者
においても，日常の肉体労働の影響の強い集団では軽い集団に比べて左室壁厚，左室内径が大きいこと
を明らかにした。また，高血圧の進展に伴い，肉体労働の影響の強い集団では，左窒壁の肥厚がより著
明となり，高血圧の予後に悪影響を及ぼす可能性を示した。
本論文は，高血圧が心臓に及ぼす影響を解明する上に，また高血圧者の管理・指導を進める上に重要
な資料を提供するものであり，学位論文に値すると判断した。
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